
武雄河川事務所
最近の話題

この点数でいいのかな？
技術検査官研修・災害査定官研修

武雄河川事務所では、去る９月１７日（木）工事検査技術の向上と成績評定の平均化を目的
とした技術検査官研修と災害査定技術向上を目的とした災害査定官研修を同時開催しました。

同研修では、企画部より薄田技術検査官を講師として、また、サンプル工事として今年度局
長表彰を受けた（株）山﨑建設を招き、県職員５名を含む事務所職員総勢２５名の参加で実施
しました。

－ 技術検査官研修 in 武雄 －

●山本副所長の挨拶

平成２７年度 武雄河川事務所 技術検査官研修

▲参加者
の状況

◆最近の発生した事故の概要
企画部より薄田技術検査官より、検査にあたっての留意点等について説明がありました。

１．工事監督・検査・成績評定の留意事項
２．改正品確法につい て
３．工事等の監督・検査における適正な執行について
４．工事等の適正・円滑化関係
５．工事書類削減について

６．社会保険未加入対策（施工体制台帳確認徹底）

７．ＣＩＭ取り組みについ

８．コンクリート構造物の品質向上対策

９．工事の品質確保等関係 ・・・など。



☆☆☆ 模擬検査の実施状況 ☆☆☆

■対象工事名（平成２６年度 楠排水樋管改築及び築堤工事：局長表彰）
（株）山崎建設の安井現場代理人より工事の概要について説明があり、各参加者が採点しました。

今回の研修では、施工業者からﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄや写真、図面等を利用した施工概要説明を受け
たうえで、検査官側から採点（施工状況・出来型管理・品質管理・出来ばえ）に関する質問
を行い、工事業者の回答により参加者が採点する形式で模擬検査（机上）を実施しました。

●施工業者＆検査官 ●施工業者＆研修生

編集後記 ： 工事検査、災害査定は、・・・・！

今回の「技術検査官研修」は、企画部の薄田技術検査官、及び施工業者の（株）山崎

建設様のご協力により、実施できました。ご協力に関し深く感謝申し上げます。
今回研修では専門官以上を対象としていたため、初めて検査官研修受講する職員もあり、

質問のポイント等、今後の業務や工事の見方の参考になったなどの意見が聞かれました。
災害査定研修は、時間も短く、うまくイメージできなかった、災害手帳をよく読んでおく必要

を感じた等の意見が聞かれました。

事務局責任者談


